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研 究 所 彙 報 珊
1960.12^・1961.11
〈学会および研究会報告〉
※中部地方総合史学研究会
(61年3月5日,於愛知大学名古屋校舎)
「日本における近代的豪計補助労働の形成と
問題点」 森 靖 雄
※関西社会学会第12回大会
(5月27日,於奈良女子大学)
「渥美半島における梨栽培 と新技術導入普及
過程とその要因について」
川越淳二 ・島本彦次郎 ・牧野由朗
※地方史研究協議会第12回大会
(10月28日,於名古屋rl了公会堂)
「伊勢湾周辺に於ける中世仏教伝 流 の 概 観
一 特に志摩 ・知多 ・渥美3半 島に着目して
一 」 鈴 木 泰 山
※愛知大学創立15周年記念学内3研 究所合同
研究報告会(11月11日,於愛知大学豊橋校舎)
「三河の古代歴史地理」 歌 川 学
※愛知大学創立15周年記念学内3研 究所合同
研究報告会
(11月18日,於愛知大学名古屋校舎)
「名古屋の社 会構造」 川 越 淳 二
※早稲田大学社会学会第15回大会(12月9日,
於単稲田大学)
「都市の階級構造」 川 越 淳 二
<現地調査ン
(A)遠 州地方における条里制遺構調査
61年6月,歌川所員は遠州地方の条里制遺
構を調査 した。
(B)豊 橋市内1-'-1学・高校生の敬語調査
61年7月20日～9月10日,中出所員は豊橋
市内の学校を対象に敬語調査をおこなつた。
(C)輪 中地帯における共同体組織
61年7月24～30日と10月6～9日,森所員
は玉城肇教授 らとともに岐阜県安八郡輪之内
町を調査 した。
(D)鑓 水住居趾調査
61年8月3日,浅若所員は卒業生 らととも
に愛知県宝飯郡一宮村鑓水の住居趾を調査 し,
上器片少数を採収 した。
(E)農 嶽兼業労働の実態調査
61年8月7～14日,森所員は中部地方総合
史学研究会員 ・愛知大学経済史研究会員とと
もに愛知県碧海郡高浜町高取地区を調査 した。
(F)清 水叡先祖の研究調査
61年8月15・30両日,久 曽神所員は愛知県
渥美郡田原町洞仙寺およびその附近において,
清水象来住以後の概略を調査 した。
(G)志 摩漁村の実態調査
昨年度にひきつづき61年8月20日～27日,
川越 ・島本 ・牧野 ・森所員は,他 の共同研究
者 ・学生とともに三重県鳥羽市国崎町を調査
した。
(H)徳 川家康の遠江東進策について
61年8月27～29日,鈴木(泰)所 員は 浜名
湖北岸三ケ日金剛寺 ・摩詞耶寺 ・気賀堀川城
趾ほかを調査 し,南北朝時代修験道交流の新
史料1点 を発見 した。
(1)渥 美郡における条里制遺構調査
61年9月,歌川所員は三河地方条里制遺構
調査の一環として愛知県渥美郡田原町および
その附近を調査 した。
(J)菰 野町における入会権と近世文書調査
咋年にひきつづき61年1月～10月の間のべ
約30日間にわたつて,森 所員は黒木三郎教授
とともに三重県三重郡菰野町に残存する町有
および私有文書を調査 ・蒐集 した。
<著書 ・論丈》(『 』は著書,「 」は論文)
○ 久曽神昇所員
『古今和歌集成立論 資料編 下』1颯問 書 房
65
(60年12月)
『古今和歌集成立論 研究編』風間書房(61
年10月)
『新勅撰集(岩 波文庫本)』 岩波書店(61年
4月)
「万葉集抄と万葉集の錯簡」愛知大学文学論
叢21輯(61年2月)
「高野切古今集の内容」かな研究3(61年4
月)
「継色紙の内容」かな研究4(61年7月)
○堀井令以知
『尼門跡の言語生活の調査研究』(共 著)京
部府立大学国語研究室(61年1月)
「尼門跡の言語生活資料」人文12号(60年12
月)
「ことばの生命」 「ロマン語圏の成立」平凡
社世界名著辞典(61年1月)
「言語系統の理論」愛知大学文学論叢21輯
(61年2月)
「ドソ・キホーテの言語法」 スペイン図書5
号(61年9月)
○見城幸雄所員
「隠地禁制について←う」愛知大学法経論集36
号(61年9月)
○川越淳二所貝
『名古屋』(共 著)有 斐閣(61年12月25日発
行予定)
○鈴木中正所員
学位請求論文 『中順一チベ ッ トー イン ドー
初期国際関係史一 』をハーバ ト・エ ンチン
研究所出版費補助により62年初頭一橋書房か
ら出版の予定
所
所
〈昭和36年度研究所組織〉
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運営委員(庶 務)島 本 彦 次 郎
(企画)川 越 淳 二
(資料)歌 川 学
(編集)堀 井 令 以 知
助 予 森 靖 雄
事務嘱託 岩 瀬 容 子
学
昇
次
山
惇
朗
、
《所員会議ン
61年5月18日所員会議を開催,研 究所活動
の複雑化にともない研究所規定の一部を改正
して,幹 事制を廃止 し庶務 ・企画 ・資料 ・編
集の各担当委員によつて運憐委員会を構成す
ることとした。新 らしい規定にもとついて改
選の結果,上 記4名 の新委員がきまつた。
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